契約書別紙
重　要　事　項　説　明　書
（特別養護老人ホームくじらなみ利用契約書）
　当事業者は、入居者に対して指定介護施設サービスを提供します。
　契約を締結する前に知っておいていただきたい施設の概要や提供されるサービスの内容、契約上ご注意いただきたいことを次の通り説明します。
1． 事業者
	事業者の名称
	　社会福祉法人　泚山会

	所在地
	　新潟県柏崎市鏡町２番１４号　　（特別養護老人ホーム　ペペ・メメール）

	法人の種別
	　社会福祉法人

	代表者氏名
	　理事長　矢　嶋　文　博

	電話番号
	　（０２５７）４１－６６３５


2． ご利用施設
	事業所
	特別養護老人ホームくじらなみ　
	法人名
	社会福祉法人　泚山会

	施設の所在地
	新潟県柏崎市鯨波２丁目４番３号

	管理者名
	園長　金子　直恵

	電話番号
	（０２５７）３２－１１２０　

	ＦＡＸ番号
	（０２５７）３２－１１２１

	県指定年月日
	平成19年7月1日　（番号1570500775）

	利用定員
	　８０名　　８ユニット（１ユニット１０名）

	本体施設種別
	指定介護老人福祉施設

	施設の目的
	　入居者1人ひとりの尊厳を大切にし、施設サービス計画（ケアプラン）に　　　基づき、入居前の居宅における生活の継続、自律的な日常生活を営むことが　　できるように支援することを目的とします。

	運営方針
	　全室個室で１０名を１つのユニットとした介護を通し、入居者1人ひとりの生活リズムを大切にして、安心して生活を送ることができるよう支援します。

	従業員の概要

	医師（嘱託）　　　　　　　２名　（内科・精神科）

	
	生活相談員　　　　　　　　１名以上

	
	介護職員　　　　　　　　２７名以上

	
	看護職員　　　　　　　　　３名以上

	
	機能訓練指導員　　　　　　１名以上

	
	介護支援専門員　　　　　　１名以上

	
	管理栄養士　　　　　　　　１名以上

	
	夜勤体制　　　　　　　　　４名　（２ユニットで１名）

	第三者評価の有無
	無


＜提供するスタッフ＞
生活相談員　　入居者の日常生活上の相談に応じ、適宜生活支援を行います。
介護職員　　入居者の日常生活上の介護及び健康保持のための相談助言を

行います。
看護職員　　主に入居者の健康管理や療養上の世話を行います。また、日常
生活上の介護介助等も行います。
機能訓練指導員　　入居者の状態に合った機能訓練を担当します。
介護支援専門員　　入居者に係る施設サービス計画（ケアプラン）を作成します。
管理栄養士　　食事の献立作りや栄養管理をいたします。
医師（嘱託）　　入居者に対して健康管理及び療養上の指導を行います。
3． 併設事業の状況
	項目
事業の種類
	新潟県知事の事業所指定
	利用定員

	
	指定年月日
	指定番号
	

	短期入所生活介護
	平成19年8月1日
	1570500783
	２０名


4． 施設の概要
	敷　地
	10,679.58㎡

	建物
	構造
	鉄筋コンクリート　３階建

	
	延べ床面積
	6,279.93㎡


＜居室等の概要＞
　当施設では、以下の居室・設備をご用意しています。入居される居室は、入居者の　　心身の状況や居室の空き状況によりご希望に沿えない場合もあります。
	居室・設備の種類
	室　数
	面積
	備　　　考

	個室（1人部屋）
	８０室
	15㎡
	８ユニット（1ユニット10室）
トイレ付き　８室（1ユニット1室）
酸素配管　１６室（2階8室、3階8室）

	食堂・リビング
	８室
	54㎡
	

	個人浴室
	４室
	18.6㎡
	個人浴槽4台（2階2台、3階2台）

	特別浴室
	２室
	44.5㎡
	車椅子入浴装置２台
（2階1台、3階1台）
シャワー入浴装置２台
（2階1台、3階1台）

	医務室
	１室
	14.9㎡
	

	機能訓練室
	１室
	125.5㎡
	地域交流スペースと兼用


○居室の変更等について
入居者からの居室の変更希望の申し出があった場合は、居室の空き状況により、施設でその可否を決定します。また、入居者の心身の状況により居室を変更する場合があります。その際には、入居者やご家族等と協議の上決定するものとします。

5． 施設サービスの概要と利用料金
当施設では、入居者１人ひとりの状態に合った支援の指針として、施設サービス
計画（個別援助計画）を介護支援専門員が作成します。これに従ってサービスを提供します。
（1） 介護保険給付サービス
　以下のサービスについては、食費を除き、利用料金の大部分（9～7割）が介護保険　　から給付されます。
	種　類
	内　容

	食　事
	　管理栄養士の立てる献立表により、栄養並びに入居者の身体の状況及び嗜好を考慮した食事を提供します。食事を楽しむことができる　ような時間設定及び場所の工夫をいたします。
朝8：00～　昼11：45～　夕17：45～

	栄養
マネジメント
	管理栄養士による個別の栄養ケア計画に従い、栄養管理を行います。また、栄養状態を定期的に評価し、入居者の栄養維持・向上に努め　　ます。

	入　浴
	　入浴又は清拭を週２回以上行います。入居者の残存能力を最大限　活用し、その人らしい入浴ができるように援助します。

	排　泄
	　排泄の自立に近づけるため、入居者の排泄リズムに合わせた適切な援助を行います。

	機能訓練
	　機能訓練指導員により、入居者の心身等の状況に応じて、日常生活を送るのに必要な機能の回復またはその減退を防止するための訓練を実施します。

	認知症の対応について
	認知症の方に対しては、人生の先輩という尊厳の念を持って接し、　　プライドを傷つけることのないように対応します。施設サービス計画作成時に、認知症の方に対するお世話を盛り込んだ内容で提供します。

	健康管理
	　嘱託医により、内科週１回、精神科月２回の回診日を設けています。
　但し、常時医療行為が必要となった場合や、緊急時等必要な場合　　には、主治医あるいは協力医療機関等に責任を持って引き継ぎます。
　その際は、身元引受人へ連絡します。入退院時の送迎は施設が責任を持って行いますが、入院時の手続き、付き添い、洗濯等は家族で
お願いします。
　夜間は看護職員が不在ですが、拘束体制をとって連携をとって　　います。
（当施設の嘱託医師）
　医療法人公仁会　柏崎中央病院　内科医　　星山　彩子　
　　　　　　　　　診察日　火曜日　14：00～15：00
恩田クリニック　　　　　　　　精神科医　恩田　晃
　　　　　　　　　診察日　月曜日（月２回）　14：00～16：00

	看取り介護
	協力医療機関と連携しながら、看護職員による24時間の連絡体制で　入居者の健康管理を行います。また、尊厳ある安らかな終末期を迎えるために、医学的回復の見込みがないと医師による診断がなされた時は、入居者および身元引受人の意向を最大限に尊重した看取り介護計画を立て、出来る限りの看取り介護を行います。

	高齢者虐待
防止
	虐待の防止をするための対策を検討する委員会を定期に開催をするとともに、施設職員の研修強化、周知を行い、絶対にその様なことがないように、職員教育の徹底を行います。また、その様な現場を発見した時は、行政機関に報告し適切な処理を行います。

	その他自律への支援
	· 日々の生活の中で離床、着替え、趣味活動等、自律につなげる　　　援助を行ないます。
· 生活の場としての環境作りと関わりで、居場所ができ、安定した　生活ができるように援助します。

	洗　濯
	　シーツ等のリース以外の衣類等は施設にて洗います。

	身体拘束
	　ベッドや車椅子上での身体拘束は、生命に危険が生じる恐れがある事態など、やむを得ない場合を除いて行いません。身体拘束を実施　　した場合でも、常に身体拘束を外す方向で援助の計画をします。

	相談援助
	　当施設は、入居者及びその家族からのいかなる相談についても　　誠意を持って応じ、可能な限り必要な援助に努めます。
（相談窓口）生活相談員　　村田　久子　　矢島　育美
　　　　介護支援専門員　　米山　亮子　　赤澤　望
村田　久子　　矢島　育美　
　　　　　　　看護主任　　小山　洋子


（２）介護保険給付外サービス

以下のサービスは、利用料金の全額が入居者の負担となります。
	居住費
	　当施設及び設備を利用し、生活されるにあたり、光熱水費相当額　　及び室料をご負担していただきます。（別紙利用料金表参照）

	食　費
	　提供する食事の材料費及び調理費に掛かる費用は、入居者がご負担していただきます。（別紙利用料金表参照）

	理美容
	　毎月1回、美容サービスをご利用いただけます。
（美容・ﾊｰﾄﾌﾙｻｰﾋﾞｽ：1回2,000円より+10％の消費税がかかります）

	日用品の購入
	　基本的には入居者・身元引受人及びその他のご家族等でお願い致します。ただし、急ぎの場合で入居者・身元引受人及びその他の　　　　ご家族等のご協力が得られない場合に限り、施設で購入代行をさせていただきます。


	金銭管理
	　施設入居に伴い、金銭管理サービスをご利用していただきます。
· 管理する金銭等の形態　　指定する金融機関の預金通帳
· お預かりするもの　　　　上記預金通帳と通帳印
○　保管場所　　通帳、通帳印はそれぞれ別の耐火金庫で保管し　　　　　　ます。
· 保管責任者　 施設長
· 出納方法：手続きの概要は以下の通りです。
· 預金の預け入れ及び引き出しが必要な場合、所定の届出書を保管　　管理者へ提出していただきます。
· 保管管理者は、上記届出の内容に従い、預金の預け入れ及び　　　引き出しを行います。
· 保管管理者は出入金のつど出入金記録を作成し、その写しを年間　4回入居者または身元引受人へ交付し、確認していただきます。
· 別途、金銭の出納管理に係る契約を結んでいただきます。
· 基本サービス料　　月額1,000円

	その他
	· 日常生活品の購入代金
· テレビ、あんか、電気毛布、冷蔵庫等の電気料金
· 趣味活動等の材料費をいただくこともあります。
· ここに定めないものについては、あらかじめご説明し、了解を　　得たものについて、負担いただく場合があります。


（３）利用料金
　上記のサービスをご利用するに当たって、負担していただく料金は、介護保険給付　　サービスの1割～3割負担と食費、居住費、介護保険給付外サービスの料金となります。（別紙料金表参照）
なお、介護保険給付サービスの1割～3割負担と食費、居住費に関して、負担が　　　　高額になる場合は、減額措置が取られます。（別紙参照）
6． 身元引受人の役割
　施設利用時には、身元引受人を定めて下さい。
　身元引受人からは、以下の項目について協力をお願いします。
1 契約書・重要事項説明書・誓約書への署名と尊守
2 利用料金の支払い
3 入居者の金銭管理
4 入院時の手続き、洗濯等の身の回りの世話
5 入居者処遇の協力
７．サービス内容に関する相談・苦情窓口
（１）当施設内における苦情の受付
	苦情受付窓口
	連絡先

	苦情解決責任者　　　園　長　　　金子　直恵
苦情処理窓口担当者　生活相談員　村田　久子
矢島　育美
	苦情専用電話：
（０２５７）４１－４９１７

	第三者委員　　佐藤　美智子　
	（０２５７）４１－２１０２

	第三者委員　　霜田　文子
	（０２５７）２４－５１７８


（２）行政機関その他苦情受付機関
	苦情受付窓口
	連絡先

	柏崎市役所　介護高齢課
	（０２５７）２１－２２２８

	新潟県国民健康保険団体連合会
	（０２５）２８５－３０２２


８．事故発生時の対応
　サービスの提供により事故が発生した場合は、速やかに身元引受人、市町村等に連絡を行うとともに、必要な措置を講じます。事故の状況によっては、身元引受人と施設で協議し、治療費等は入居者負担になる場合があります。ユニットケアは、全室個室で　　あること、ユニット内では少人数の職員での対応となります。施設側でも最大限の注意を払い、支援をしますが、事故が起こる可能性はあることをご理解下さい。
９．協力医療機関
	医療機関の名称
	医療法人公仁会　柏崎中央病院

	院　長
	星山　行基

	所在地
	柏崎市駅前2丁目１－２５

	電話番号
	（０２５７）２３－６２５４

	診療科
	内科、外科、整形外科、脳神経外科、泌尿器科、ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科


　入居者の病状が急変した場合、その他必要な場合は速やかに主治医または協力医療機関へ連絡を行う等の必要な措置を講じます。
１０．非常災害時の対策
	非常時の対応
	別途定める防災計画により対応します。

	平常時の訓練等
防災設備
	別途定める防災計画により、年２回以上夜間及び昼間を想定した避難訓練を入居者も参加して実施します。
設備名称
個数等
設備名称
個数等
スプリンクラー
屋内散水栓
非常通報装置
ガス漏れ報知器
防火扉・シャッター
６８８
あり
あり
あり
４
自動火災報知器
誘導灯
非常用電源
消火器
あり
７７
あり
２４



１１．当施設ご利用の際に留意していただく事項
　　当施設においては、大勢の入居者がいらっしゃいます。皆様の迷惑にならないように、次の項目に留意して下さい。
　　これらの項目に再三わたって違反する場合は、退所などの措置を取ることがあります。
	事項
	内　容

	面　会
	面会時間　８：３０～１９：００
（この時間以外の場合は予めご連絡下さい。）
来訪者は、面会カードにご記入し、所定の場所へ提出して　下さい。食べ物等の持ち込みは、職員にご相談下さい。

	外出・外泊
	外出・外泊を希望される方は、なるべく３日前までに届け　出て下さい。また緊急連絡先なども知らせておいて下さい。
所定の外泊・外出届にご記入をお願いします。

外出・外泊時に体調不良を起こした場合は、ご家族の対応で柏崎中央病院に受診して下さい。

感染症の流行しやすい冬期間（お正月の期間を除く11月～

3月）は、感染症蔓延防止のため外出・外泊をご遠慮いただいております。なお、地域の感染症流行状況によっては、期間の変更及び外出・外泊の中止をお願いすることもあります。

外泊中の排泄用品及び日用品は、ご家族でご用意ください。

	嘱託医以外の医療機関への受診
	基本的には協力医療機関への受診になりますが、協力医療　機関に受診科目がない場合は、他の医療機関への受診となり　ます。

	施設・設備の利用
	施設内の居室などの設備や器具は本来の使用法に従って　ご利用下さい。これに反したご利用により破損等が生じた　　場合、賠償していただくことがあります。

	金銭・貴重品等の管理
	自己管理の貴重品等については、施設で責任を持ちません。

	嗜好品
	喫煙については、決められた場所でお願いします。
飲酒については、健康を害さない程度にお楽しみ下さい。　健康管理上、念のためアルコールを持ち込まれる場合は、職員にお伝え下さい。

	宗教・政治活動
	施設内で他の入居者に対する宗教活動や政治活動はご遠慮下さい。

	ペット
	ペットの持ち込みはご遠慮下さい。


１２．その他
　退居を希望される場合は、できる限り早めに生活相談員又は介護支援専門員に　　　ご相談下さい。退居した後の生活についてご協力します。
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